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１．はじめに 

中日本高速道路株式会社 名古屋支社は、会社が管理す

る高速道路のうち、愛知県を中心に、岐阜県、三重県、滋

賀県及び長野県を通過する１３路線、約９５１ｋｍを９の

保全・サービスセンターと1つの高速道路事務所（以下

「事務所」という。）で管理している。 

事業エリアを図１、路線延長の内訳を表１に示す。 

 

図１ 事業エリア 

 

表１ 管理路線及び延長 

延長（㎞） 事務所

Ｅ1 東名高速道路 77.7 豊田、名古屋、羽島

Ｅ1 名神高速道路 87.5 羽島、彦根

Ｅ1Ａ 新東名高速道路 42.8 豊田

Ｅ1Ａ 新名神高速道路 46.1 桑名

Ｅ1Ａ 伊勢湾岸自動車道 56.3 豊田、桑名

Ｅ19 中央自動車道 148.3 飯田、多治見、羽島

Ｅ41 東海北陸自動車道 142.2 羽島、岐阜、高山

Ｃ2 名古屋第二環状自動車道 59.7 名古屋、豊田

Ｅ23 東名阪自動車道 55.1 名古屋、桑名

Ｅ8 北陸自動車道 23.4 彦根

Ｃ3 東海環状自動車道 109.4 豊田、多治見、羽島、岐阜、桑名

Ｅ23 伊勢自動車道 68.8 津

Ｅ42 紀勢自動車道 34.1 津

951.4計

路線名

 

 

２．名古屋支社管内の特徴 

２．１ 道路特性 

 東西交通を担う東名高速道路・名神高速道路や新東名高

速道路・伊勢湾岸自動車道・新名神高速道路の他、北は北

陸地方に繋がる東海北陸自動車道・北陸自動車道、南は紀

伊半島に伸びる紀勢自動車道、それらのネットワークを繋

ぐ東海環状自動車道や都心部の名古屋第二環状自動車道な

ど、中京圏を中心とし放射状に道路ネットワークを形成し

ている。 

２．２ 冬期の気象特性 

 岐阜県山間部の豪雪地帯を通過する東海北陸自動車道を

はじめとして、長野県内を通過する中央自動車道や岐阜県

及び滋賀県内を通過する名神高速道路、三重県山間部を通

過する新名神高速道路、滋賀県内を通過する北陸自動車道

では、冬型の気圧配置の影響により降雪が多く見られる。 

 その他の路線・地域でも山間部を中心に降雪があり、特

に強い冬型の気圧配置（ＪＰＣＺ）で西北西や北西の風向

きとなる場合は、名古屋周辺の平野部でも大雪となるほか、

南岸低気圧が影響する場合は管内の広範囲で大雪となるな

ど、冬期には管内全域で降雪が観測される。 

 近年６か年における管内の累計降雪量や降雪日数、日平

均降雪量を図２～図４に示す。 

 

図２ 代表地点の累計降雪量 

 

図３ 降雪日数 

＊１ 中日本高速道路(株) 名古屋支社 保全・サービス事業部 保全課 

 



 

図４ 月別の日平均降雪量 

 

３．冬期の交通確保に向けた取り組み 

 ２０２１年１月に北陸地方で発生した大雪の影響によ

り、当社の北陸自動車道及び東海北陸自動車道（金沢支

社管内）で長時間の通行止めとなったうえに、多くの滞

留車両が発生するなど、社会的に大きな影響を与え、お

客様に大変ご迷惑をおかけした。当社として、今後この

ような事象を発生させないためにも大雪時の道路交通確

保に対する考え方を「高速道路と平行する国道等を交互

に通行止めし、道路ネットワークを確保すること」から

「人命を最優先に、幹線道路上で大規模な車両滞留を徹

底的に回避すること」へ転換させている。 

 上記を踏まえ、名古屋支社における大雪時の取り組み

状況ついて紹介する。 

３．１ 関係機関との連携について 

 従前から継続している部分でもあるが、大雪が予想さ

れる場合には、国・県・市町村の道路管理者や警察など

と連携し、気象予測・道路状況・通行規制などの情報を

共有し、道路ネットワーク機能の確保に向けた相互調整

を行うことにより交通への影響を最小化するため、タイ

ムライン（３日ほど前からの段階的な行動計画）を作成

し、関係機関との連携を図っている。 

 大雪に関する気象情報が発表された場合などにおいて、

他の道路管理者や警察と相互に情報共有を行う連絡室が

各国道事務所に設置され、気象情報や道路交通情報を共

有するとともに、道路ネットワーク機能を確保するため

広報や迂回ルートの確保、除雪強化箇所の選定、相互支

援調整などの戦略を策定し取り組むこととし、タイムラ

インに反映している。 

３．２ 雪氷車両の調整について 

 気象予測により各事務所で保有する除雪機械の除雪能

力を超える降雪があると判断した場合には、他の事務所

や支社など自社内で保有する除雪機械の応援配置計画を

速やかに策定するとともに、不足する場合は他の高速道

路会社にも応援要請を行うなどの速やかな対応が必要と

なる。 

 応援配置計画については、気象予測が出された際に速

やかに、応援派遣台数算出表（各事務所の雪氷作業ロー

テーションより算出した除雪能力をもとに必要となる応

援派遣台数を算出する表）より、各事務所にて雪氷車両

が不足しているかどうかを判断し、不足がある場合は、

支社内、必要に応じて他支社も含めた調整を実施するこ

ととしている。またこの表は各事務所・支社において、

降雪状況及び今後の降雪予測と除雪能力を比較し、通行

止めになる時点を推測する目的としても、活用されてい

る。応援派遣台数算出表を一部抜粋したものを表２に示

す。また、名古屋支社における過去2ヶ年の応援派遣の実

績を図５に示す。 

表２ 応援派遣台数算出表 

 

 

図５ 雪氷車両の応援派遣結果 

雪氷時期にあっては夜間、休日も車両調整が必要とな

る。また、当支社にて降雪がない状況でも、他支社で大

きな降雪予測が出ている場合は、車両調整の依頼が来る

可能性がある。そのため降雪予測が休日にあり、広域も

含めた応援派遣の可能性がある場合は、事前に応援派遣

窓口を周知し各事務所の関係者へ共有することで、応援

派遣の可能性の意識づけを行い、速やかな対応が出来る

ような体制づくりをしている。また、雪氷車両の日々の

故障状況及び修理予定状況について、関係者と調整し確

認することで、車両調整の必要有無についても支社で事

前に把握できるようにしている。 

 雪氷車両の調整における今後の改善点として、応援派

遣先で応援車両を有効的に活用できるように事前に必要

な車両を明確にしておくため、車両指定が必要な区間等



の整理を行う。表３に整理イメージを示す。 

表３ 応援車両の必要規格の整理イメージ 

 
また雪氷車両応援派遣調整表についても、今までは、

机上の数値を用いてきた部分があるが、各雪氷車両に配

置してある車両位置情報システムの取得データより、実

際のローテーション時間や、U ターンに要する時間等の実

績値を用いることで、真に必要な雪氷車両の台数を算出

できるように改善を行っていく。 

３．３ 雪氷詰所におけるコロナ対策について 

冬期道路交通確保に必要となる雪氷対策作業実施にあ

たり、作業従事者に対するコロナ対策を実施した。各雪

氷詰所の状況を確認した上で、必要なスペースが確保で

きるか等を各事務所にて確認し、対策を実施した。雪氷

詰所における具体なコロナ対策を表４、対策状況を図６

に示す。 

昨冬期においては、上記対策の結果もあり、コロナ陽

性者は発生することはなかった。今冬期につても引き続

き実施していく。 

 

表４ 雪氷詰所におけるコロナ対策 

 

 

図６ 雪氷コロナ対策状況 

 

３．４ 情報提供について 

 従前から降雪予測をもとに、大雪３日前程度からホー

ムページやiHighway中日本、ハイウェイラジオ、ハイウ

ェイテレフォン、Twitterなどのほか、情報板や休憩施設

のデジタルサイネージ、並びに日本道路交通情報センタ

ー（JARTIC）の協力により、事前広報を行っている。雪

氷による通行止めについては、お客様に迂回していただ

くことが重要となるが、実際には、イメージが出来ず、

なぜ通行止めとなっているのかを疑問視するお客様がい

ることを鑑みて、広報についてはなるべく状況が分かる

ように写真を添付することで、広報を実施しているとこ

ろである。 

これに加え、昨冬期においては雪による広報の際に、

お客様に対して通行止めの可能性がある区間と迂回路を

広域の路線図で示し、視覚的に把握しやすくした情報提

供を実施した。図７に広域経路案内図を示す。 

図７ 広域経路案内図 

 

４．おわりに 

 幸いにも、昨冬期は名古屋支社管内では大雪による通

行止めはあったものの、大規模な滞留車両の事象の発生

はなかった。今冬期に向け、関係機関と更なる連携強化

を図りながら、道路ネットワーク機能への影響の最小化

を目標に除雪体制の強化を推進するとともに、情報提供

の充実と併せてお客さまにも万全の備えをして高速道路

をご利用いただき一体となった冬期の交通確保に向けて

安全啓発に取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 


